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地域熱供給プラントの AIを活用した操業自動化にむけ、 
PlantPilotによる初の実機試験を開始 

熟練オペレーターの操業を再現・高度化を目指す 

丸の内熱供給株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：千葉 太、以下、丸の内熱供給）と株式
会社 Preferred Networks（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：岡野原 大輔、以下 PFN）は、PFNの
プラント自動化 AI ソリューション PlantPilot™を活用し、丸の内熱供給が保有する大手町ビルサブプラン
ト（東京都千代田区）において地域熱供給プラント（以下、DHC プラント）の操業自動化に向けた開発を
進めています。2026 年 2 月より PlantPilot を DHC プラントシステムに接続（以下、実機接続）してガイ
ダンス試験を開始しており、2027年度中の本格稼働（操業自動化）を目指します。 

大手町ビルサブプラントの自動化対象冷凍機の 1台       中央監視室   

■背景 

丸の内熱供給は、大手町・丸の内・有楽町エリアを中心に地域熱供給事業を行っており、約 50 年にわたっ
て 24時間 365日、日本経済の中枢のビジネスエリアを支え続けています。DHCプラント数は 23プラント
あり、今後も新規プラントの建設を予定しています。都市インフラとしての安定供給や効率運転といった供
給品質を維持するため、DHC プラントの効率的な運用体制確立と新たな人材確保が課題となっており、
PFNが開発する PlantPilotによる DHCプラントの操業自動化の検証を進めています。 

■PlantPilotの実証実験および実機接続ガイダンス試験の概要 

PFNが開発する PlantPilotは、過去の操業データと運転ノウハウを学習し、センサーデータをもとに将来状
態を予測しながら最適な操作提案を出力するプラント自動化 AIソリューションです。 

2025年 4月に開始した、大手町ビルサブプラントの冷凍機を対象にした実証実験では、 

・過去操業データの学習 

・プラント特性の定式化およびモデル反映 

・実際の操業履歴を用いたシナリオ検証 

を実施しました。 

https://www.preferred.jp/ja/industries/manufacturing/plantpilot-details


 

 

実際に操業された数時間を複数選択し、PlantPilot によるセンサー値予測および操作提案と、実際の操業実
績値との差分を比較検証した結果、PlantPilot は冷水供給温度、冷凍機製造流量、冷凍機負荷率などの制約
条件を遵守した操作提案を実現していることが確認されました。これにより、操業自動化・効率化のポテン
シャルがあると判断し、2026 年 2 月より実機に接続してリアルタイムの操業データを用いて検証する実機
接続ガイダンス試験に移行しています。なお、実機接続においては、大手町ビルサブプラント施工者である
新菱冷熱工業株式会社が既存の操業システムとの連結を行うとともに、設計思想や機器挙動など、エンジニ
アリング目線での知見提供も担っています。 

 

■今後 

2027 年度中に大手町ビルサブプラントでの操業自動化を実現させ、近隣複数プラントへも順次展開する予
定です。丸の内熱供給と PFN は、プラントを連携した最適化・操業自動化を目指し、エリアの進化に見合
ったエネルギーサービスを提供していきます。 

なお、本プロジェクトは、PlantPilotにおいて実機接続試験を行った初の案件となります。これまで PFNが
研究開発を重ねてきた AI プラント自動化技術が、都市インフラという社会的に重要な領域で実証フェーズ
へ進んだことは、PFNの事業にとっても大きな一歩です。PFNは今後も AI技術を活用し、持続可能で高度
化された都市インフラの実現に貢献していきます。 

 

プラント自動化 AIソリューション PlantPilot™について  
https://www.preferred.jp/ja/industries/manufacturing/plantpilot-details 

PlantPilot は、プラントの操業データと熟練オペレーターの知見を融合して構築した予測モデルと、高度な
制御アルゴリズムを組み合わせることで、高難度なプラントオペレーションを安定かつ最適に自動化する
AI ソリューションです。操業条件や外乱が変化する環境下でも、将来状態を予測しながら複数の制御対象
を同時に最適化します。幅広いプロセス型プラントに適用可能で、人手不足、技能継承、経済性向上、環境
対応といった課題に対し、操業の高度化と自律化で貢献します。 

 

 

https://www.preferred.jp/ja/industries/manufacturing/plantpilot-details


 

 

丸の内熱供給株式会社について https://www.marunetu.co.jp/ 

丸の内熱供給は環境保全を目的に三菱地所をはじめとするエリア内の地権者が中心となって 1973 年に設立され
ました。 

地球に優しいエネルギーシステムで街の環境保全に努めると同時に、大手町・丸の内・有楽町エリアの進化と共
に整備してきた強靭な熱のネットワークによりレジリエンスの向上にも取り組んでまいりました。 

現在は、「MARUNETU VISION 2030～Beyond DHC！～脱炭素社会へリードする新しい丸熱へ～」を掲げて、
新技術の導入や DXの推進を通じて新たな時代に向けたチャレンジを進めています。 

 

株式会社 Preferred Networksについて https://www.preferred.jp/ja 

Preferred Networks（PFN）は、「現実世界を計算可能にし、共に未来を創り出す」というミッションのもと、
生成 AI 基盤モデルからスーパーコンピュータ、半導体まで AI 技術のバリューチェーンを垂直統合することで、
ソフトウェアとハードウェアを高度に融合したプロダクト・ソリューションを開発し、様々な産業領域で事業化
しています。現在、AIプロセッサーMN-Core™シリーズ、AI向けクラウドサービス PFCP™、国産大規模言語モ
デル PLaMo™などを開発・提供しています。2014年創業。 

   

本件に関する報道機関からのお問い合わせ 

丸の内熱供給株式会社 人事総務部 広報担当連絡先 03-6262-3775 

株式会社 Preferred Networks 広報担当：坂口・秋山 pfn-pr@preferred.jp 
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